
アプリケーションノート

RJJ05B0759-0101 Rev.1.01 Page 1 of 8
2010.09.24

1. 要約
三相モータ制御用タイマ機能では、表 1.1に示す項目の中から機能を選択できます。ここでは、表 1.1に

示す項目の中で、"○"印の内容を選択した場合の動作について説明します。

注1. 鋸波変調モードの場合は、三相モード0に選択してください。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は次のマイコンでの利用に適用されます。

•マイコン ：M32C/84グループ

M32C/85グループ

M32C/87グループ

M32C/88グループ

M32C/8Aグループ

M32C/8Bグループ

本アプリケーションノートは、上記グループと同様のSFR(周辺機能制御レジスタ)を持つM32C/80シリー

ズマイコンでも使用できます。ただし、一部の機能を変更している場合がありますのでマニュアルで確認

してください。また、本アプリケーションノートで説明しているプログラムを使用される場合は十分な評

価を行ってください。

表 1.1 設定内容

設定項目 設定内容

変調モード 鋸波変調モード

○ 三角波変調モード

タイマA11、A21、  A41制御

(三相モード)(注1)
○ タイマA11、A21、A41を使用しない (三相モード0)

タイマA11、A21、A41を使用する (三相モード1)
通電出力論理 ○ アクティブ“L”

アクティブ“H”
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3. 動作説明

3.1 鋸波変調モード

(1) 各レジスタを三相モータ制御タイマ機能用、鋸波変調モード、三相モード0に設定する。

(2) タイマB2、タイマAi (i = 4, 1, 2)のカウント開始フラグを“1”にすると、タイマB2のカウンタ値

がダウンカウントします。
(3) タイマB2のアンダフローで、タイマAiのワンショットが起動します。

(4) タイマB2のアンダフロー、タイマAiのワンショットパルスの立ち下がりのタイミングで各相を

出力します。

図 3.1に鋸波変調動作タイミングを示します。
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図 3.1 鋸波変調動作タイミング

タイマB2
(TB2レジスタで可変設定)

タイマA4
(TA4レジスタで可変設定)

U相出力信号(注1)

U相出力信号(注1)

U相

U相

INV14 = 0 (注3)
(アクティブ“L”)

信号波

搬送波

INVC0 = 01X1110Xb、 INVC1 = 0100XX00bの場合のU、 U 。相制御波形例です 
( X : システムに合わせて設定 )
PWM 。出力初期値は次のとおりです 
・IDB0、 IDB1レジスタの初期値　DU0 = 0、 DUB0 = 1、 DU1 = 1、 DUB1 = 0

搬送波は鋸波

TABSRレジスタの
TB2Sビット

DU0 DU1 DU0 DU1

DUB0 DUB1 DUB0 DUB1

(注2)

(注2)

タイマA 、のワンショットパルスの立ち下がりで 
IDB1 。設定値が各相出力信号となる 

タイマB2 、の立ち下がり後 
IDB0 。設定値が各相出力信号となる 

（短絡防止時間 DTT ）レジスタで可変設定 

（短絡防止時間 DTT ）レジスタで可変設定 

注1： 内部信号
注2： IDB0、 IDB1レジスタのビット
注3： INV14 : INVC1レジスタのビット
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3.2 短絡防止時間

短絡防止時間は、アクティブに切り替える信号に付加されます。

INVC1レジスタのINV14ビットで、アクティブ“L”またはアクティブ“H”を設定できます。

図 3.2に短絡防止時間 (アクティブ“L”の場合 )を示します。

図 3.2 短絡防止時間 (アクティブ“L”の場合 )

3.3 三相出力バッファレジスタ

図 3.3に三相出力バッファレジスタ (IDB0、IDB1)と各相出力信号(内部信号 )との動作例を示します。な

お、図 3.3はU相出力信号の動作例です。

鋸波変調の場合は、タイマスタートしてから初めに、IDB0の値が各相の出力ポートに出力されます。
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図 3.3 U相出力信号の動作例

タイマB2

タイマA4

DU0(注1)

DUB0(注1)

DU1(注1)

DUB1(注1)

0

1

0

1

U相出力信号(注2)

U相出力信号(注2)

IDB0、 IDB1 、 。の初期値は 次のとおりです 
    ・DU0 = 0、 DUB0 = 1、 DU1 = 1、 DUB1 = 0

IDB1 IDB0 IDB1

IDB1 IDB0

タイマAのワンショットパルスの立ち下が
、りで IDB1値が各相出力信号になります

タイマB2 、のアンダフローで 
IDB0値が各相出力信号になります

注1： IDB0, IDB1レジスタのビット
注2： 内部信号

IDB1
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4. 設定手順

図 4.1 鋸波変調モード・フローチャート図

タイマB2割り込み発生頻度カウンタ設定

三相PWM制御レジスタ0を以下のように設定
　・鋸波変調モード
　・上下同時通電出力禁止
　・三相モータ制御用タイマ出力許可
　・三相モータ制御用タイマ機能を使用する

三相PWM制御レジスタ1を以下のように設定
　・短絡防止時間タイマトリガを
　　三相出力シフトレジスタ(U,V,W相)出力の
　　立ち上がり
　・短絡防止時間有効
　・通電出力制御をアクティブ"L"
　・短絡防止タイマカウントソースf1
　・タイマA11、 A21、 A41制御を使用しない
　　(三相モード0)
　・タイマB2アンダフローでタイマAスタート

プロテクト保護

タイマB2特殊モードレジスタを"0"設定

三相出力バッファレジスタを以下のように設定
- IDB0 -
　・U,V,W相出力・・・アクティブ(ON)
　・U,V,W相出力・・・非アクティブ(OFF)
- IDB1 -
　・U,V,W相出力・・・アクティブ(ON)
　・U,V,W相出力・・・非アクティブ(OFF)

タイマA4,A1,A2モードレジスタを三相モータ制御
、用タイマ機能用に設定 カウントソースf1

タイマB2モードレジスタを三相モータ制御用タイ
、マ機能用に設定 カウントソースf1

タイマA4,A1,A2トリガ選択レジスタを各相出力制
御回路使用に設定(”TB2のアンダフロー”に設定)

タイマB2レジスタ(2000h)設定

短絡防止タイマ(0080h)設定

タイマA4,A1,A2レジスタ(1000h)

三相モータ制御用タイマ機能用の端子に設定

Iフラグを割り込み許可設定

タイマA4,A1,A2,B2カウント開始

main

プロテクト解除

while(1)

end

タイマB2割り込み優先レベル0に設定
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5. TAi、TAi1レジスタ設定上の注意事項

TAi、TAi1レジスタに値を設定するにあたって以下の点にご注意ください。

(1) TAiの設定値

TAiに“0”(短絡防止タイマカウントソースがf1 の2 分周の場合、“0”、“1”) を設定すると、TAiタ
イマはカウントを行わず、立ち下がりエッジが発生しないため、出力波形は現状のレベルのまま保持

されます。

また、TAiに“TB2設定値より大きな値”(短絡防止タイマカウントソースが f1 の2 分周の場合、“TB2
設定値－ 1 より大きな値”) を設定すると、TAi タイマはTB2 周期内でカウントをしたままになり、立

ち下がりエッジが発生しないため、出力波形は現状のレベルのまま保持されます。意図的な場合を除

いて設定しないでください。

(2) 短絡防止タイマの再起動
設定されるTAiデータによって、短絡防止タイマカウント中に短絡防止タイマの起動要因が発生した

場合、短絡防止タイマが再起動されません。

以下の条件となる場合、短絡防止タイマの再起動が行われないので注意が必要です。

三角波変調モード(三相モード0)の場合：短絡防止タイマカウントソース f1
((TB2設定値 + 1) - TAi の偶数回目の設定値) + TAi の奇数回目の設定値 < 短絡防止タイマ設定値

TAi の偶数回目の設定値 + ((TB2設定値＋1) - TAi の奇数回目の設定値) < 短絡防止タイマ設定値

三角波変調モード(三相モード1)の場合：短絡防止タイマカウントソース f1
((TB2設定値＋1) - TAi1 設定値 ) + TAi 設定値 < 短絡防止タイマ設定値

TAi1 設定値 + ((TB2設定値＋1) - TAi 設定値 ) < 短絡防止タイマ設定値

鋸波変調モードの場合：短絡防止タイマカウントソースf1
((TB2設定値 + 1) - TAi設定値 ) - 1 < 短絡防止タイマ設定値

TAi設定値 - 1 < 短絡防止タイマ設定値
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6. 参考プログラム例
参考プログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

7. 参考ドキュメント
M32C/84グループ(M32C/84,M32C/84T) ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.10
M32C/85グループ(M32C/85,M32C/85T) ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.03
M32C/87グループ(M32C/87,M32C/87A,M32C/87B) ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.51
M32C/88グループ(M32C/88T) ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00
M32C/8Aグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.11
M32C/8Bグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート／テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

Cコンパイラマニュアル

R8C, M16Cファミリ用Cコンパイラパッケージ V.5.42 Release 00
Cコンパイラユーザーズマニュアル Rev.2.00

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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改訂記録 M32C/84,85,87,88,8A,8B グループ

三相モータ制御用タイマ機能（鋸波変調モード）

Rev. 発行日 改訂内容

ページ ポイント

1.00 2005.03.15 — 初版発行

1.01 2010.09.24 6 図4.1 タイマB2割り込み優先レベル設定を追加

7 5.1節 注意事項追加

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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